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リ一連続判断を行った後に背景騒音に関する主観評価を求めたところ、実験 1 と同様の結果が確認されている。 2 つ
の異なった方法の実験から、騒音レベルおよび周波数特性について同様の結果が得られ、実験結果の信頼性があるこ
とを示している。これらの結果に基づいて、オフィスの音環境および騒音対策について考察を行っている。
第4章において、公共空間として新幹線車内の音環境について検討を行っている。質問紙により新幹線車内の音環
境についての印象および体験について調査を行い、人々は新幹線車内を比較的静かと評価しており、会話により妨害
された経験があり、自らが会話により他人に妨害感を及ぼさないように気をつけていることを明らかにした上、新幹
線車内音と妨害感の大きい会話について実験的に検討を行っている。その結果、新幹線車内音のみのうるささは、 LAeq
と相闘が高いことを示し、レベルを下げることが有効な対策であることを示している。さらに、新幹線車内音に会話
音が重なった場合には、車内音のレベルが低すぎると会話が目立つため、会話のレベルの大小に関わらず、全体のう
るささが小さくなる車内音の最適レベルがあることを示している。これらの実験結果から新幹線車内におけるうるさ
さ、会話との関係をまとめ、新幹線車内の音環境の改善についての提案を行っている。
第 5 章では、各章の結果をとりまとめ、本論文の成果を述べ、今後の課題を示している。
論文審査の結果の要旨
我々の日常生活環境では、 1 つの音だけが聞こえることはまれで、多くの場合、さまざまな音が混在している。そ
れぞ、れの音は同時に存在する他の音によって影響を受け、同じ音で、あっても異なる印象で受け止められる。過去の研
究の多くは、各音源について単独に評価されることが多く、音同士の相互作用について検討した例は多くない。本論
文では、人が比較的長時間滞在する環境として、睡眠時の室内環境、オフィスの執務環境、長距離を移動する新幹線
の車内環境を取り上げ、特に人の注意を引かない背景となることが多い音の影響に注目し、複合音環境の評価につい
て実験的に検討し、快適な室内環境について提言しているところに意義がある。すなわち、騒音はなければよいと思
われる音であるが、対策を進め、 1 つの音が聞こえなくなると、それまでその音の存在のおかげで聞こえなかったよ
り不快な音が聞こえるようになり、音環境として悪化することも起こる。このように音環境を総合的にとらえること
は重要であり、本論文では 3 つの室内環境について、実験的に検討を行い、次のような成果を得ている。
(1) 睡眠環境
騒音が睡眠に及ぼす影響について、 MD プレーヤを用いることにより、被験者が自分の寝室で睡眠し、かつ音の条
件を厳密にコントロ}ルでき、さらに、入眠期の 1 時間に着目するという、新しい方法で検討している。ここでは、
音の種類によって、同じ騒音レベルでも影響に相違があることを明確にするとともに、かすかに聞こえるだけでも影
響が大きいカラオケの音を気にならない音で、マスクする可能性についても示唆している。
(2) オフィスの執務環境
多くの人が一緒に長時間仕事をする環境では、お互いの音が騒音となりやすいため、ある程度の気にならない暗騒
音がある方がよい。気にならない、慣れやすい音の特性を検討するには、手法の工夫が必要である。ここでは、注意
をひかないという観点から実験を行い、慣れやすい音の特性を示している。
(3) 新幹線の車内環境
お互いに知らない人が比較的近い距離で長時間過ごす新幹線の車内において、隣人の会話が騒音源になることが多
い。ここでは、車内音と会話について、実験的に検討し、静かすぎる車内では会話の妨害感が大きくなること、両者
の関係から、車内音には適意レベルがあり、それはほぼ 50・60dB と推定されることを示している。
以上のように、一般に背景騒音と考えられる音の役割を検討し、背景騒音の存在自体が騒音と受け止められない条
件として、騒音レベルが高すぎず、不快な音色でない音であることを明確にするとともに、音声や歌声なとの具体的
な意味を持ち、騒音になりやすい音の不快感を背景騒音により低減させる効果について明らかにしている。本論文で
得られた知見は、室内居住環境の音環境を改善するための設計に資するところ大であり、環境工学の発展に寄与する
ことが期待される。よって本論文は博士学位論文として価値あるものと認める。
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